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各種の軽症,中 等症の呼吸器感染症の患者18例 に,BMY-28100を 主に1回250mg,1日3回 経口

投与し,そ の臨床効果,副 作用,有 用性を検討 した。

臨床効果は著効4例,有 効11例,や や有効2例,無 効1例 で,疾 患別では,急 性上,下 気道炎7/8,

肺炎3/4,慢 性気道疾患の急性増悪5/6に 有効以上の効果 を得た。やや有効の2例 は何れも起炎菌は

不明で,改 善を得たが,軽 快までに日時を要した。 また,無 効の1例 は起炎菌不明で,norfloxacin投

与後本剤に変更したが悪化 し,何 れも無効であった。

本剤投与後,1例 に発疹の出現を見,ま た臨床検査値では軽度の好酸球増多を4例 に,GPT上 昇を

1例 に認めたが何れも軽度で,発 疹の1例 は中止により速やかに消失し,他 は自,他 覚症状に異常を

認めなかった。

以上のことから,中 等症以下の各種呼吸器感染症に対する本剤の有用性が認められた。
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Fig. 1. Chemical structure of  BMY-28100.

エ ス テル型 の経 口用 セ フェ ム系抗生 物 質で あ る

BMY-28100は,Fig.1の 構造式のように,セ フェム骨

格の3位 に1-propeny1基 をもち,

1。 幅広い抗菌スペク トラムを有 し,こ とにグラム

陽性菌に対 して,強 い抗菌力を示す。

2.良 好な経口吸収を示 し,高 い血中濃度及び尿中

回収が得られるなどの特徴 を有する1)。本剤は経口投与

により高い血中濃度が得られ,そ の半減期は1時 間強で,

24時 間の尿中累積排泄量は80%強 と され,本 剤特有の
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毒性は認められず,安 全性は高い1)とされている。

今回,私 共は18例 の各種呼吸器感染症患者に本剤を

使用する機会を得たので,尿 路感染症の1例 を含め,臨

床効果,副 作用などの成績を報告する。

1.対 象及び方法

上気道,下 気道の軽症,中 等症の各種の細菌感染症の

疑われた16歳 より78歳 までの18例(男 性10例,女 性8

例)を 対象に本剤を単独投与 した(Table1)。 重篤な患者,

著明な肝機能,腎 機能を有するもの,セ フェム系抗生物

質に過敏なものは除外 した。

対象となった疾患は,基 礎疾患のない急性上気道炎1

例,気 管支喘息に上気道炎合併2例,急 性気管支炎5例,

急性肺炎4例,慢 性気道疾患の感染増悪6例(慢 性気管

支炎3例,気 管支拡張症2例,び まん性汎細気管支

炎;DPB1例)で,外 来患者10例,入 院患者8例 である

(Table1)。 なお,急 性膀胱炎の1例(症 例19)は,安 全

性の検討のみ行なった。

本剤の投与量は,1回500mg,1日2回 投与が4例,

1回250mg,1日3回 投与14例 で,投 与期間は3～5

日4例,7日2例,10～14日10例,15日 以上2例 で,

最長23日 であった。なお,膀 胱炎例は当初4日 間1回

500mg,1日2回 投与後,1回250mg,1日2回,3日

間投与 した。

五.成 績

1.臨 床効果

臨床効果は,感 染症の重症度,自 他覚所見の改善度及

び改善までの日数,胸 部X線 所見や臨床検査値の推移な

どに基づいて,著 効(excellent),有 効(effective),や や

有効(fair),無 効(ineffective)の4段 階で判定 した。

各種呼吸器感染症の18例 の臨床効果は,著 効4例,

有効11例,や や有効2例,無 効1例 で,有 効率(著 効+

有効)は 全体で83.3%で あ った(Table1)。

以下に,い くつかの症例の臨床経過を略述する。

症例No.1163歳,女 性,著 効例。

昭和62年11月21日 よ り,咽 頭痛,咳 噺出現 し,翌22

日より37.5℃ の発熱を見,近 医にて治療受けるも胸部X

線 にて左舌区に浸潤影を認め,肺 炎 と診断され,12月

2日 入院。4日 より本剤を250mg×3/day投 与,第5日

目の9日 には,浸 潤影はほほ消失,咳 徽,喀 疲などの自

覚症状 も改善 し,14日 間投与後の同19日 には,陰 影の

消失,検 査値の正常化,自 他覚所見の改善が得 られた。

当初喀疲よりStaphylococcus aumsとstreptococcus pneumo-

niaeが(++)分 離 されたが,9日 以後,normal floraとな

った。短期間で改善が得られたため,著 効と判断した。

症例No.1252歳,女 性,著 効例。

昭和62年11月10日 頃 より,咳 噺,喀 疲,微 熱が出現

し,市 販薬の服用,近 医の投薬にても軽快せず,胸 部X

線 にて左舌区に浸潤影を認められ,紹 介にて11月25日

入 院。翌26日 より本剤を250mg×3/day投 与 し,第4日

目の30日 に は咳噺,喀 疾の軽減が得られ,白 血球数,

CRPも 正常化 し,胸 部X線 上の浸潤影も縮小,第11病 日

には,自 覚症状 も消失 して翌日にて本剤の投与を終了し

た。投与前にminocyclineが2日 間投与されていたが無

効と判断,喀 疲培養では,起 炎菌は検出されなかったが,

著効と判定した。

症例No.244歳,男 性,著 効例。

気管支喘息にて外来治療中,昭 和62年10月28日 より,

悪 寒,発 熱,強 度の咽頭痛出現,30日 外来受診,咽 頭

炎と診断,500mg×2/day投 与 し,11月3日(第3日 目)

には解熱 し,軽 度の咽頭の発赤を除き軽快,7日 間投与

して終了 した。細菌学的検査は行なわなかったが,早 期

に自,他 覚所見の改善が得られたため,著 効と判定した。

症例No.667歳,男 性,有 効例。

昭和62年7月 初め頃より湿性咳噺が次第に増強する

と訴えて,8月1日 外来受診,咳 噺強く,中 等量の粘膿

性疲あり,同 日より250mgX3/day投 与 した。7日 目の

8日 には自,他 覚所見とも改善し,当 初認められた軽度

の好中球増多,赤 沈の上昇も正常化 した。細菌学的効果

は,当 初は正常細菌叢のみで不明であるが,有 効と判定

した。

症例No.1449歳,男 性,有 効例。

慢性気管支炎,気 管支喘息にて外来治療中の昭和62

年11月9日 より39℃ の発熱あ り,11日 外来受診,喘 鳴,

咳噺,大 量の粘膿性疲を認め,急 性増悪と診断250mg

×3/dayの 投 与を開始した。咳噺,喀 疲は次第に減少,

第9日 目の11月20日 に は,発 熱も軽減し,発 病前と同

程度の咳噺,粘 性疲,喘 鳴となり,以 後自覚症状に著変

な く,23日 目の12月4日 の検査でも,白 血球増多,

CRP陽 性,赤 沈の上昇が見られたが,当 初に比べ著しく

改善しており,臨 床症状の比較的速やかな改善と合わせ,

有効 と判定 した。なお,当 初の喀疲よりS.pneumoniae

が分離され,本 剤はMICO.025～0.05と 極めて有効であ

ったが,投 与後の細菌検査が未施行のため細菌学的効果

は不明であった。

症例No.1678歳,女 性,有 効例。

陳旧性肺結核及び慢性気管支炎のため,日 頃から咳嗽,

喀疲 を認めるが,昭 和62年9月9日 より発熱出現し,

咳嗽,喀 疲の増加 も見られたため,感 染増悪と診断

12日 より250mg×3/dayの 投 与を開始 した。本剤投与7

日目には解熱,喀 疲,咳 嶽の減少,喘 鳴や聴診上のラ音

の軽減が得られ,ま たCRPも 陰性化した。以後も,悪化

前 と同程度の咳嗽,喀 疲が持続,17日 間本剤を継続投
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与 した 。 投 与 前,中,後 の 喀 疲 培 養 で は 何 れ もPseudo-

momas aeruginosaが 同 程 度 得 られ,本 剤 を 含 めcefaclor

(CCL),cefadroxil(CDX)す べ て に耐 性 で あ り,細 菌 学

的 効 果 は不 変 で あ るが,臨 床 経 過 か ら有 効 と判 定 した。

症 例No.945歳,男 性,や や 有 効 例 。

昭和62年12月 初 め よ り,咳 嗽,喀 疲,発 熱 を認 め12

月7日 来 院,左 下 野 に浸 潤 影 を認 め 肺 炎 と診 断,同 日よ

り250mg×3/dayの 投 与 を 開 始 した 。10日 に は解 熱,

14日(第7日 目)に は,咳 噺 の 軽 減,喀 疲 量 の 減 少,胸

部X線 上 の 浸 潤 影 の 消 退 傾 向 を 認 め,同21日(第14日

目)に は,自 覚 症 状 は ほ ぼ 消 失 した もの の浸 潤 影 は 軽 度

残 存 し,白 血 球 数,CRPも 改 善 は したが,正 常 化 が 得 ら

れ ず,や や有 効 と判 定 した 。 喀疾 か らは,投 与 前 後 と も

有意 な 菌 は検 出 さ れ なか った 。

症 例No.1763歳,男 性,無 効例 。

気 管 支 拡 張 症 に て 外 来 治 療 中,昭 和62年11月20日 よ

り,発 熱,血 疲,全 身倦 怠 感 が 出現 し,手 持 ち のnorflo.

xacinを 内服 す る も軽 快 せ ず,同23日 外 来 受 診,心 不 全

を併 発 して お り,同 日入 院,250mg×3/day投 与 開 始 し

た 。 以 後 も,微 熱,咳 噺,膿 性 疲 は 同 様 に 持 続 し,同

30日(第7日 目)の 胸 部X線 写 真 で は,右 下野 の浸 潤 影 の

拡 大 が 見 られ,無 効 と判 断 した 。 な お,喀 疲 の細 菌 検 査

は,前 後 と も正常 細 菌 叢 で あ った 。

2.細 菌学 的効 果

本 剤 投 与 前 の喀 疲 検 査 は,未 検 が4例(No.2,3,4,

5)あ り,9例 は正 常 細 菌 叢 で,病 原 菌 と思 わ れ る 細 菌

は分 離 され な か った。 起 炎 菌 と思 わ れ る細 菌 の分 離 し得

た 症 例 は5例 で あ り,各 々s.aureus(++)+s.pneumo-

niae(++)(No.11), S.pneumoniae (No.14), Haemophilus

influenuae (No.15), P.aeruginosa (No.16), haemolytic

streptmccus (No.18) で あ っ た(Table1)。 こ れ ら分 離 菌

の 内,No.18以 外 はin vitroの 感 受 性 検 査 が 行 な わ れ,

No.11及 ひNo.14の グ ラム 陽性 菌 は何 れ もCCLやCDXよ り

1管 以 上 低 いMICで あ っ たが,No.15とNo.16の グ ラム陰

性 菌 は,CCLやCDXと 同様 に高 度 耐 性 で あ った 。

本 剤 投 与 後 の 喀 疲 の 細 菌 検 査 は,7例 で 実 施 さ れ

(Table2),No.11のs.aureusとS.pneumoniaeは 除 菌 さ

れ た が,高 度 耐 性 のNo.15のH.influenzaeとNo.16のP.

aeruginosaは 同 程 度 に培 養 さ れ た 。 また,投 与 前 正 常 細

菌 叢 で あ っ たNo.7で はAcinetobacter calcoaceticusが,

No.13で はH.influenzaeが 投 与 後 に分 離 され たが,本 剤

中止 以 後 も感 染 症 の 再 発,悪 化 は認 め られ な か っ た。 な

お,No.14及 びNo.18は,投 与 後 の細 菌 検 査 は 行 な わ れ

ず,細 菌 学 的 効 果 は不 明 で あ る。

3.副 作 用

1例(No.1)に 発 疹 を認 め た(Table1)。 本 症 例 は,上

気 道炎 に て,本 剤 を250mg×3/day投 与 した とこ ろ,翌

日に は咽 頭 痛,咽 頭 発赤 は軽 快 した が,投 与2日 目より,

両 上肢,体 幹 に掻痒 性 で,毛 嚢 一 致性 の小 丘疹 が 出現,

第4日 目の全 血 球 計 算 で は,白 血 球 数 は改 善 していたが

好 酸 球 の増 加 が 見 られ,薬 疹 と診 断,臨 床 症状 はほぼ軽

快 して い た た め,投 薬 を中 止 した。 なお,薬 疹 は無処置

にて 中 止 後4日 目 に は消 失 した。

そ の 他 に は,副 作 用 は見 られ な か った 。

4.臨 床 検 査 値

本 剤 投 与 前 後 の 臨 床 検 査 値 はTable2に 一 覧 した。本

剤 投 与 後 に 好 酸 球 の軽 度 上 昇 が4例(No.1,6,7,1g)

に見 られ たが,上 述 の1例 を 除 き,自,他 覚症状 に特変

な く,そ の 後 の 経 過 は 不 明 で あ っ た。 また,投 与後に

GPTの 上 昇 を1例(No.8)に 認 め たが,軽 度 の上 昇で,そ

の 後 も 自,他 覚 所 見 に異常 は 見 られ な い。

III.考 察

第2回BMY-28100研 究 会 で の 本 剤 の呼 吸 器感染症の

成 績2)は,416例 に投 与 され,400例 が,有 効 性判定症

例 と され て い る 。本 剤 の各 種 呼吸 器 感 染症 に対 する疾患

別 の 有 効 率 は,急 性 気 道 感 染 症85.0%(119/140),慢

性 下 気 道 感 染 症 の 急 性 増 悪63.9%(115/180),肺 炎,

肺 化 膿 症82.5%(66/80)で あ り,呼 吸 器感 染症 全体では,

75.0%(300/400)が 著 効 及 び 有 効 で あ っ た。私 共の有

効 率 は,急 性 気 道 感 染 症87.5%(7/8),肺 炎75.0%

(3/4),慢 性 下 気 道 感 染 症83.3%(5/6)で あ り,全 体で

は83.3%(15/18)で,ほ ぼ 同様 の 成績 で あ った。

一 方
,呼 吸 器 感 染 症 に対 す る原 因 菌 別消 失率 では,s.

aureus76.2%(32/42),s.pneumomiae76.5%(26/34)な

ど グ ラ ム 陽 性 菌 全 体 で79.1%(72/91)で あ り,Esc伽

ichia coli90.5% (19/21),Klebsiella pneumoniae71.4%

(10/14),H.influenzae63.5%(40/63>な ど,グ ラム陰

性 菌 全 体 で65.3%(98/150)の 消 失 率 が 得 られている。

私 共 の症 例 で は,原 因 菌 の得 られた 症例 が少 数例で断定

し得 な い が,抗 菌 力 の 成 績 か らグ ラム 陽性球 菌 に対する

抗 菌 力 はCCLやCDXよ り優 れて お り,グ ラム陰性菌では

い ず れ も同様 の高 度 耐 性 が 認 め られ た。

副 作 用 は,解 析 対 象 とな っ た全 科 の検 討 症例1610例

中39例(2.4%)に56件 見 ら れ2),皮 膚 の ア レルギー症状

14件,消 化 器 障 害36件 な どが 主 な もので,重 篤 な副作

用 は認 め られ ず,私 共 の1例 も中止 に よ り改善 した。

ま た,臨 床 検 査 値 の 異 常 は60例,96件 認 め られた2)。

血 液 障 害 は,好 酸 球 数 増 多14件,白 血 球 数 減少8件,

血 小 板 減 少4件 な ど計29件 で あ り,そ の 他,GOT上 昇

23例,GPT上 昇33例,A1-P上 昇7例,蛋 白尿増加1例,

BUN上 昇2例,S-Cr上 昇1例 と され,重 度 の異常 は認

め られ な か った と され てお り,私 共 の症 例で は好酸球増
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Table 2. Laboratory findings before (B) and after (A) BMY-28100 therapy

* Abnomal 
value with no reladon to BMY-28100

† Abnormal value with correlation of BMY-28100
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多を4例,GPTの 上昇を1例 に認めたが,や はり何れも

軽微なもので特別な処置を必要 としなかった。

以上のことより,本 剤は慢性気道感染症の急性増悪例

では,起 炎菌の菌種によりやや効果が落ちるかもしれな

いが,健 常者に発症 した軽症,中 等症の急性呼吸器感染

症に対 し有用であり,か つ安全性も他の経ロセフェム系

抗生物質と同様であると思われる。
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BMY-28100, a new oral cephem antibiotic, was used to treat 18 patients with respiratory infections.

The drug was administered orally, mainly at 750mg/day, divided into three doses, for 3-23 days.

The results were: excellent in 4 cases, effective in 11, fair in 2, ineffective in 1. In 7 of 8 cases of acute respiratory

infection, 3 of 4 cases of pneumonia and 5 of 6 cases of acute exacerbation of chronic lower respiratory tract infections, the

response was excellent or effective. Clinical efficacy was ineffective in a case of advanced bronchiectasis with symptomatic

aggravation of bloody sputum and fever. No pathogenic agent was isolated by sputum culture.

Skin eruption was observed in one case, but regressed 4 days after cessation of the drug without treatment. Slight

eosinophilia in four cases and slight serum GPT elevation in one were observed after chemotherapy, but no symptoms and

signs were observed except for the one case of eruption.

We consider this drug useful for treating acute respiratory tract infections, except when severe.


